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我
國現
代
の
社
會
經
濟
思
想
を理
解
す
る
た
め
に
は、
.
少
く
と
も
幕
末
®新
の
時
代
，に
出
發し
、
明
治
時
代
の
そ
れ
を 

■
深
く
理
解
しな
け
れ
ばな
ら
ぬ
。
本#
は
、.か
へ
る
見
解
の
下
に
我
國
の
世
會
經
濟
视
想
を
考
究
せ
る
も
の
で
あ
つ
て 

H
H

著
者
の
多
牢
に
涉
るM大
な
硏
究
業
績
で
あ
る
？
著
者
の
意
圖
す
る
と
こ
ろ
は
、
わ
が
社
會
經
濟
思
想
を
そ
の
發
展
の 

流
に
於
て
、.從
つ
て
ま
仁
そ
，の
現
實
經
濟
的
恶
礎
と
の
關
聯
に
於
て
硏
究
す
る
亿
あ
り
、
こ
の
方
法
二
よ
つ
て
藤
末
雄 

新
の
當
初
よ
り
明
治
三
十
苹
前
後
に
至
る
世
態
展
開
の

最
も
多
端
な
る
時
代
、卽
ち
現
代社
會
經
濟
思
想
に對
し
て
重 

:

要
な
莶
礎
を
形
成
せ
る
時
期
の
様
相
を解明し、而も

著
者
は
、
こ
の
硏
究
に
當
り
専
ら
當
時
の
文
獻
及
ぴ
資
料
の
蒐 

集
に
努
め
、
實
に
多
種
多
様
な
る
そ
れ
ら
を
訟
索
し
盤
序
し
、
飽
く
ま
で
そ
れ
ら
第
一
次
的
源
泉
に
よ
る
實
證
的
考
察 

をな
し
て
ゐ
.る
。
我
國
社
會
經
濟
思
想
の
蜇
要
な
ー
時
期
に
關
す
る
货
取
な
る
硏
究
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
祖 

•

.

.解に對

す
る
關
鎚を

！！

す
る
も
の
と
し
て
、學界に

多
大
の
寄
與
を
な
す
文
獻
で
あ
る
。
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武

村

忠

雄

.:

.知

何

繁

：內

閣

が

現

否

と

に

拘

は
♦

ず
：

今
： .

や
^
 

へ
と
向
ふI

は
避
げ
得
ら
れ
な 

い
。
銃
|

經
濟
の.
强
化
变
づ
て
將
來
景
廣
は
如
何
に
進
展
す
る
が
、
；

#

に
：準 

性
不
ン
ア
拎
の
危
機
り
增
大
ぐ
物
惙
昂
騰

^̂

對
外
爲
歡
の
條
落
ぬ
危
勢

金

融

_

制

塞

化

着

產

カ

0
擴

充

、

ミ

れ

等

；
の

翥

機

：愛

る

：景

氣

の

：
將

來

性

馨

や

燃

ゆ

备

題

|

て

寄

々
：
の
，眼

前

に

登

場

し

來

つ

：
：
..
：

•
- 

:

.

論

b
_

は

我

國

に

於

け

る

銃

制

經

濟

產

狀

竑

校

蜜

下

に

於

け

る

景

氣

變

動

羃

來

性

等

の

現

實

問

題

を

直

ち

匕

茲

に

取

极

は 

ん

篆

る

も

の

で

は

な

い0、
4

4
の
4
ノ
從
來
.
_纖

經

觀

學
_

^
そ
れ
ば
そ
の
一
本f

於
て
自
由
資
本
主
義
段
階
を
對
象
i

t
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制
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^
-(D
提
供
や
る
理
論
的
メ
ス
を
以
つ
て
し
て
は
直
ち
に
銃
制
經
濟
段
險
の
景
氣
變
動
を
解
剖
し
得
少
、

泥
て
や
我
國
の
現
實
性
の
猙 

剖
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ぞ

れ

故

吾

々
は
現
實
問
題
へ
接
近
す
る
爲
の
第

.一
：歩
と.し
て
、
從
來
の.理
論
經
濟
學
が
對
象
と
ず
’ 

る
自
曲
資
本
主
義
が
如
何
に
し
て
獨
占
資
本
主
義
’，へ
、
更
に
そ
の
一
定
發
展
段
階
に
於
て
統
制
經
濟
へ
移
行
し
た
か
を
研
究
し
、

こ
れ 

に
ょ
つ
で
銃
制
經
濟
が
假
令
へ
資
本
主
義
の
一
定
發
展
段
階
と
し
て
自
由
資
本
主
義
と
共
通
の
諸
モ
メ
-
ン
ト
を
含
む
と
は
袞
ぺ
バ
そ 

自
身
に
特
有
の
諸
モ
メ
：ン
：ド
を
含
む
：の
：で
：あ

|)
;
、
.こ
れ
等
特
有
の.諸
モ
：メ
ンK;
に
規
定
さ
れ
だ
：み
經
濟
機
梢
內
に
あ
：つ

.で
擴
張
砗
生
康 

縮
少
苒
坐
寧
の
交
代
過
程
|

|
そ
れ
は
同
時
忆
利
潤
率
の
：
-1
*
.昇
下
降
の
交
代
過
程
：と
^

で
現
は
れ
み|

た
る
景
氣
變
動
が
如
何
に
自
.. 

.
由

資

本

主

義
0
诨
典
的
様
相
と
質
的
に
異
る
か
を
理
論
的
に
把
握
し
な
け
れ
ば

.な
ら
：ぬ0
,
.即
ち
銃
制
經
濟
下.の
景
氣
變
動
理
論
こ
そ
直
.；
 

接

筆

者

の

ー

硏

究

課

題

で

あ

り

、

本

稿

は

こ

.
の

硏

究

の

序

論

的

部

分

を

な

.す
の
で
あ
る
。

以
下
に
於
て
自
曲
資
本
中
：

g

か
ら
銃
.制
經
濟
へ
の
移
行
の
必
然
性
越
.に
銃
制
經
濟« -
;
鞲
の
特
殊
性
を
：取.扱
ふ
に
先
立0
て

、
，
、
統

制

經 

濟
な
る
概
念
の
歷
史
性
を
强
調
し
て
置
く
？
銃
制
經
濟
を
：單
に
統
制

.さ
办
た
.經
濟
と
し
て
同
*

語
反
復
的.に
規
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ 

は
'金
く
超
.歷
史
的
概
念
と
な
る
。
と
沄
ふ
の
は

V
1シ
ュ
タ5

ラ
,1
の
社
_
哿̂

を
援
用
す
る
迄
も
な
く
、
社
畲
經
濟
を
問
題
と
す
る
限 

り
‘

如
何
な
を
社
會
經
濟
も
策
に
慣
習
法
、

」

：成
文
法
、
特
定
の
社
擎
國
齋
至
國
家
に
ょ
つ
亡
銃
制
さ
れ
て
居
る

か

ら

で

あ
る
。
更
に 

比
較
的
經
濟
活
動
，

Q

自
由
が
認
め
ら
れ
た
經
濟
組
織
に
對
し
こ
れ
が
拘
束
さ
れ
た
經
濟
組
織
を
以
つ
て
統
制
經
濟

.な
り
と
規
定
す
る
な 

ら
ば
、
岸
し
く_
か
る
責
念
頃
は
超
歷̂
的
た
る
を.免
れ
ぬ
？
と
袞
ふ: 0
:は
、
經
_
組
織
亦
古
狀
钠
、
乾
建
的
乃
至
資
本
主
義
的
た 

ゐ
の
如
何
を
問
比
ず"
ル
て
.經
_
紕
織
が
4

、
.人
ロ
0.
急
速
な
衡
顧
と
か-:
:
、
發
見
办
至
植
民
に
ょ
备
新
市
場
の
開
拓
と
か
三
、
新
坐

產
技
術
の
發
明
乃
至
旣
存
技
術
の
改
良
と

か
四
、
流
動
的
な
資
本
が
多
額
に
蓄
稹
さ
れ

：
て

投

：
下

.ロ

.
を求
め
.る
と
か
の
孰ft
か
の
條
件
が 

a

へ
ら
れ
て
、
锻
展
的
上#:的
過
程
に
ぁ
る
場
合
に
は
比
海
的
に
自
％
經

濟

と

な

$
.
.逆

に
.—*
'

^

增̂
殖
が
«■
下
す
る
と
が
ニ
、4E

 

場

が

鑛

化

尤る
と
かIn、

.

發
明
ざ
れ
た
新
生
產
贫
術
，が
旣
E

日及
■

定
し
不
囘
收S

入
"る
と
か
<6
條i

：

が
與
へ
ら
れ
セ
、
沈.滯
的
■

时
過
.
■

親

場

寒

は

り

、.瓜
ゆ
る 

經
濟
組
織
せ
常
に
自
由
と
統
制
と
<0
間
を
振
動
す
る
に
歡
ぎ
_

い
か
：ト
で
ぢ̂
.ふ
0 1
>
'
.
.

「

>
:
:ノ
> 
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.

斯
か
る
統
制
經
濟
，の
概
念
規
定
は
資
本

^

^
歷
史
的
に
單
ビ
生
產.さ
_

だ
坐
襄
|
,段
お
：規
定1.
:
;-
>
從
.つ
：て
資
本
主
_
の
歷
史
的
秣
殊 

性
.を
抹
殺
す
る
愚
と
、そ0軌
£

^
に
ず
る
.
0
#々
.は
寧
を
統
制
經
濟
を
，ば
自
由
资
本
弁
_
か

^

移
行
し
來
_つ
た
獨
古
資
本
主
«

發
M
殺
階
な
り
と
規
定“す
る
。
へ
斯
ぐ
規
定
ず
る
こ
ど
に
よ
つ
：て

0,
み
紘
制
經
濟
办
概
念
は
明
確
な
.ら
し
め
ら
れ
得
石0
何
と
な
れ
尤
、 

經
濟
活
動
ひ
統
制
は.そ
の
ヾ
反
對
歡
だ
る
經
濟
洁
動
の
自
由
が
银
す
る
場
合
に

.：の̂

ぞ
卩
必
要
が
存
^
夺 

經

濟

活

動

奮

由、

#
個
人
枬
互
間
の&
由
競
爭
は
歷
史.上
_

由
資
本
主
義
段
踏
：に
於
.て

實

現

さ

れ

た

の

で

ぁ

~

_

更 

^

が
變
形
さ
水
激
化
さ
れ
た
獨
*
資
本
主
義
段
階
に
：於
.て
.統
制
の
.必
然
性
が
坐
：じ
、
こ
れ
に
一

：

定
條
件
が
：備
は
つ
て
統
制
經
濟
は
混
實 

性
ぬ
轉
化.ず
る
か
ら
で”ぁ
る
0
斯
く
統
制
經
濟
あ*:
本
主
義
の一

定
發
展
段
階
と
規
定
す
る
以
上
、
こ
れ
を
計
.畫
經
濟
と
混
同
す
る
こ 

と
は
許
さ
れ
ぬ:0
蔻
.し
計
聲
經
濟
と
ほ
：
ー
.つ
の
电
央
機
關
が
豫
め
計
畫
を
立

1:
、
，
と
^
計
畫
咍
從
つ
て
社#
、的
报
生
產
を
營
む
所 

濟
齟
織
を
意
味
す.を
が
，
繁

：る
谳
會
的
再
生
產
§
計
畫
的
遂
行
：は..坐

產

手

段

の

，
私

有

が

認

め

ら

れ

，

：

從

つ

：
て
'各
企
業
家.

Q

ィ
ュ
シ
：ア 
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1

^

1

1
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>

一

K'

ィ
ズ
を
金
然
否
定
し
去
る
こ
と
の
出
來
ぬ
資
本
主
義
に
於
て

.は
、
實
現
し
得
る
も
の
で
な
く
、
唯
t
生
產
手
段
の
社
會
化
さ
れ
た
社 

會
书
_

に
於
て
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
’に
反
し
統
制
經
濟
は
企
業
家
の
ィ
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シ
T
テ
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ブ
の
存
往
を
前
提
と
し
、
1H
に
こ
れ
を
銃
制
せ
ん 

と
す
る
所0'
資
本
主
義
的
經
濟
組
織
で
あ
る
加
ら

.，
で

あ

る0

,
'

、
ノ
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■
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へ
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■

■
/
.盡
.以
資
本
碧
は
最
が
發
達
せ
各
商
口
鑑
想
肚
會
赘
あ
幺
々
斯
か
：る

馨

翼

親

匿

#

t

。
、如

ち

鐘

商

品

謹I

で

は

皇
I

要
I

S

I

S

I

品
を
貿
は
ん
が
爲
に
商
品
^'
:
賣
る
.

(

名—
G

h
w

ブ̂

と
^

と
ぼ
使
用
慎
値
を
異̂
ぜ
^

商
品
を
指
す

)

0
で

流
通
ぬ
於
で_
备
^

ぬ
#

.̂
-蕃
歡

態

ぬ

於

呔

各

利

_

猹

得

5:
.1
敗̂

：
と.し
て
、.# .
ら
實
つ
セ
儲
け
る
：が
爲
に
買
ふ

(

0
-
-匀
丨
0
ぐ
0
と

b

ゼ
は
異
づ̂

貨
幣
量
即
ち
：
'
0ぬ
0,
-
+れ
：，?:
:

指
ず)

€>
で
あ
：る0
:
^
者
に
於
セ
故
使
用

動
故i

l

己
に
必
要
，な
傲'用
働
働
を
持
：つ
た
商
品
が
購
賈
衣
れ
る
や
、
そ
れ
を
直
接
個
人
的
消
費

.に
當
て
\
終
.ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ 

で
流
通
は.終
つ
て
了
ひ
、
從
つ
ゼ
有
限
的
で
.あ
ふ
，

こ
れ
：
'に
反
し
、
後
者
ぬ
於
て
ぼ
、
ゾ
ょ
り
多
く
の
纂
量
，
從
つ
て
價
値
量

(

慕
 

は
慣
値
の
猶
占
的
等
懷
形
態
で
あ
り
、
純
粹
吹
價
値
の

_

象
形
態)

^

_
得
が
問
臌
で
.あ
り
ー
且
つ
出
發
點
と
到
達
點
と
は
共
に
貨
幣 

で
あ
り
、
直
接
こ
れ
を
個
人
的
消
費
に
悉
ぐ
當
て
る
の
セ
は
な
く
、

■更
に
そ
：の
貨
幣
を
投
じ
て
览
：に
.多
く
の
慕
量
の
獲
得
に
當
て
ら 

れ
る
か
ら*
そ
の
流
通
運
動
は
無
限
的
で
あ
る
0'
:

^

0て
斯
加
ふ
剩_
憤
値
<

^

=

0

+
5 :
ぞ
生
み
：出
す
所.の
も
2>
と
そ
資
本(

G

l 

W

h
sで
あ

る

。
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剩
餘
價
値
の
：發
坐
は
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接
資
本
2>
'流
通
行
程「
0
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 ̂

ら
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說
■
.
も
得
な
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手
段
の
塡
補
部
分
货
そ
の
儘
第
一
部
に
於
て
利
用
さ
れ
、
；
梦

品

ち

純

社

會

所

得

養

銀

_

利
潤
と
し
て
勞
働
者
及
び
資
本
家
が
顺 

て
消
費
す.る
爲
に
第【

I

部
門
と
交
換
さ
る
可
く
々
他

方

第-:
^

，
セ
存
す
る̂

^

に
：第
--
.
,
部

們

泛

交

換

し

，て
次

^

の
.
坐
產
の
爲
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補
す
.可
く
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つ.
て
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は
次
い
で
資
本
の

B

蠢

過

程

の

均

衡

條

件

が

自

由

資

本

主

變

階

に

•於
て
如
何
に
滿
た
さ
れ
る
か
、
即
ち
各

*'
本
家
は
單
に 

よ
り
多
く
の
貨
幣
、
よ

り

多

く

の

利

麗

得

I

指
し
て
、

各®
自

由

に

坐

產

活

動

蒸

み

、
無
政
狩
的
生
産
が
行
は
る

X

I
ら
ず
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而
も
金
社
會
の1

雰

均

衡

が

何

故

成

立

す

る

か

の

問

題
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取

扱

ふ
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成
立
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典
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界
效
用
學
派
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ヶ
ン
ブ
リ
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チ
學
派
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經

!£

學
派
に
よ
つ.

て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
特
に
眼
界
效
用
學
派
以
後
の
近
代
的
諸
學
派
は
次
の
如
き
方
法
に
よ
：つ
て
こ
の
問
題
を
硏
究

し

て

ゐ

る

。
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せ
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濟
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假
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前
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從
つ
て
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經
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系

は

外

部

よ

り

變
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蒙
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も
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茏
呔
凾
數
的
■

にt
p
、

一 
般
敗
相
瓦_
^

H

g

e

m

^

l

e

〔

：s1
^

d

f

a

e

n

^
に
ぁ
る
■

於
す
，

ぶ

で
 

斯
か
る
齋
結
せ
る.

一 .

般
的
相W

依
孩
性
ぁ
る
經
濟
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が

變

似

ず

る

場

貪

の

：ル
て
：の
要
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化

し

，て
も
，
他
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Q

全
.要
奢
が
何
等
驗
摻
な
ぐ
容
易
に
こ
れ
に
順 

應
し
、.均
衡
が
囘
復
し
得.る
が
'像
に
は
、
取
要
素
が
.
頗
る
彈
办
性
に
；富
ん
で
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

▲

にg
l

要
と
供
給
と
の
間
に
一
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不
均
爾
が
生
じ
て
も
.
•
容
易
に
對
衡
が
囘
復
し
得
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需
：务
他
給
が
禪
ヵ
_

£

«:

啤
敦
け
れ
ホ
な
ら
ぬ
0

士
 

特

に

彈

ヵ

性
^'
與

へ̂
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，經
濟
學
ば
營
利
欲
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由

競

举

紀
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對

立
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ヵ

を

擧

ぐ
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註
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即
ち
皆
利
欲
に
免
配
さ
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供
給
者
は
笮
己
の
商
品
の
販
賣
惯
格
を
出
來
淨
ふ
限
り
引
上
め

^

需
要
者
ば
出
來
得
が
贬
れ
購
貢
^

^

を
郎
下
げ
ん
と
ず
チ
こ
^
と
茁
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對
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自
由
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^
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配
さ
れ
供
給
者
は
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互
に
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除
せ
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が
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を
排
除
せ
ん
が
爲
に
購
貿
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格
を
引
上
ぐ

0
.こ
0.
對
立
的
な
ヵ
が
統
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に
作
用
ず
る
結
果
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由
變
動(
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.*■
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介
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要
供
給
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が
印
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的
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れ
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。
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举
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落
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落
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給
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の
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を
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管
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こ
o
均
衡
理
論
即
ち
靜
態
现
論
を
用
ひ
て
前
節
に
述
べ
た
資

#

の
再
生
歷
過
程
を
說
明
す
れ
ば
、
先
づ
そ
れ
は
完
結
せ
る

I

般
的
相 

瓦
依
存
性
あ
る
均
衡
體
系
で
あ
る
0
.と

、
一

繁

の

，
は

、
，
：
前

節

に

問

題

^

坐

產

過

程

：で

あ

.り
、
且
つ
そ
の
一
ー
大
構
成
要
素
た
：る
坐

* :
手

段

の

：
隹

配

部

門

4

勝
費
氧
料0
生
產
嫌
|

と̂
比
紙
瓦
俾# ;
:
的
關
係
に
，立0.
., 

が
故
で
あ
るo
.'
-
.こ
の
'

g

生
產
の
均
衡
體
策
、
：
ょ
り
1£
確
に
ば
發
風
亂
均
衡
體
系
^
資
本
の
#
生
產
は
« :

本

の

蓄

衝

過

程

で

あ

^

W
生
産
で
あ
る
か
ら

)

：が

假

令

へ一

時
そ
の
德
成
要
素
の
：
ー
部
に
變
：化
狀
起
：り
、

.生

產

务

段

と

消

費

資

料

と

の

邮

ひ

需

要

#-
給

が

不

均 

衡
に
墜
人
づ
：
て
も
、
營
利
欲
と
自
由
競
爭
な

.る
對
立
的
カ
が
そ0
體

系

內

に

，|
;
般に
作
用
じ
て'居
り
、::
.
こ

の

作

用

の

故

果

绳

は

れ

る
價 

格
の
自
由
變
動
性

(

自
由
傻
楮)

が
存
す
る
限
り
、
'
不
均
衡
ば
自
動
的
に
囘
貌
さ
れ
、
：冉
生
產
の

.均
衡
條
件
が
：滿
さ
れ
、
'>
圓
滑
に
資
本 

の
#

生
產
、
そ
れ.の
'蓄
積
於
續
行
さ
：れ
る
の
を
あ
る
。
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こ

の

再

生

産

の

均

衡

を

維

持

す

る

所

の

營

利

欲

自

由

競

蒂

、
從
つ
て
；自
由
價
格
は
單
に
從
來
の

_

理

論
t
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け
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思
辯
的
構
成
物
た
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に
と
弋
免
る
も

.の

.，で
は
な
い
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そ
ル
等
^:
司
恃
に
奢
1!
的
實
在
で
も
あ•• 

つ
た
^
で
あ
る
ヮ
蔻
し
資
本
主
義
的
生
產
は
几
て
利
潤
を
目
指
し
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の
坐
齋
で
あ
る
か
ら
ー
資
本
主
顏
の
齋
ず
る
腿
り
常
に
營
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欲
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濟
4
動
の
支
配
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し
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す
0
;然
し
自
由
競
带
は
假
令
均
衡
理
論
の
：假
定
す

.を
が
如
き
純» ,
性(

註 
一)

'.
;

に
：̂
て
-
は
な
い
W
、

■ I 

- 

. 

- 

.

.

.
-

-I
. 

.

.
:

.

>...

 
.
 

.

>

.

.

■

. 

\ 

- 

•
 

-
 

.

- M
も
尙
ほ 
'一
般
的
經
濟
活
動
の
支
配
力
と
し
て
實
在
し
；た
の
は
所
謂
自
由
資
本
主
霧
の
段
亂
に
於
て

^
あ
り
、
^ :
間
的
に
は
、.ヮ
丨
^ , 

マ
ン
8

5
の
規
定
す
る
所
に
ょ
れ
ば
、
|
八
五
〇
年
か
ら|
九
一
一
韋
迄J

I

4b.
瘀
密
：a
E -
A
七1

_

か

ら
^ :
:
九
0
年
皆
|

 

の
全
期
間
で
あ
る
ヲ
從

0
.

て
自
由
資
本
主
義
段
階
に
於
て
は
均
衡
理
論

I

純
释
総
濟
理
論
と
も
呼
ば
る
ト
は
少
く
と
も
客
觀
的
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^
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九
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; ^
な
る
概
念
は
、
こ
れ
を
古
い
槪
念
と
新
し
い
概
念
と

.に
分
ち
得
る
。
.古
い
槪
念
は
本
來
勞
働
價
値
說
に 

ふ

由

來

オ

る

嚷

は

自

然;:
^
境
乃
至
人
爲
的
制
度
に
ょ
り
て
粗
害
名
：る
、

〕

と
な
:<
'
、
各
.
<
真̂

に

最

も

有

利

な

り

と

愛ゾ 

“
を
求
め
得/ ^
場
合
に
自
由
競
绠
が#
す
と
な
す
。
冉

焉

へ

ば

、
そ
の
場
合
に
各
人
に
.觀
書
收
益
を
保
證
す
る
如
き
債
格
體
系
が
構 

ノ 

.

.成

さ

れ

る

ど

字

？
斯
か
|

由
讓
の
齡
念
は
古
典
驟
の
努
働
霞
說
の

_

集

に

消
,
し
：裏

つ

だ
0
故
し
今
日
に
ー
於
て
も
尙
ほ
多
ぐ 

ン
ン
ハI

濟
學
者
に
ょ
ウ
て
.用
ひ
ら
れ
て
居
ヶ

へ
し
：
概
念1

出
t

.文

：I

勞

働

鏊

を

：保

證

ヤ

る

如

き

自

塵

银

—

働

書
i

產
手
段
を
所
有
しS

づ
た
中
黯
市
の
：ギ
ル
ド
的
單 

純

满

继

證

嘴

に

獲

當#

る

篇

飞
:^

斯
>

る

社

嗔

は
^

曲

馨

ょ
.

_

證

合
^

^

が
旄
響
な
し
て
居
つ
た
袞
で
ぁ^

從
つ
て
斯
か
る
槪
念
册
定
は
そ
れ
自
身
矛
盾
し
て
ゐ
る
。

■ 

_

し
近
代
的
槪
念
はm

瑚
經
霞
派
に
由
來t

。
そ
れ
に
ょ
れ
ば
、
頗
る
多
数
の
供
馨
乃
茧
需
要
者
が
存
し
、
そ
の
爲
に
個
々
の

. 

'
個
人
#
目
已
の
興
給
霊
需
眷
變
化
さ
也
る
こ
と
に
ょ
つ

.で

箭
12
'

■

を
及
ぼ
し
得
な
い
咏
べ
ロ
昏
餘
爭
が
存
し
、
逆
に
§

の
人
抓 

"

i

■

要
乃
至
供
給
を
變
化
さf

こ
と
に
：ぎ

寒

盼

暮

奪

得

る

瘍

合

が

：

_
A

i

爵

.

へ

：；，：■
_

、

所

有

者

の

き

所

省

省

暴

,

域
■

く

を

淡

事

羞

袁

か

；所
常
ず
る
者
に
對
オ
る
撥
位
に
ょ
る
財
產
分

^

す
る
場
合
冉
い
概
念
の
自
由
競
爭
は
在
し
得
な
い
が
、
新
し
い
槪
念
の
电
由
競

f

尙
ほ
f

l

o

'

從

？

資
本
_

っ 

' 

有
者
た
る
瓮
本
で
俩
等
坐
_

夢

所
#
せ
ぎ
る
賃
銀
勞
働
者
の
存
衡
す
る
厂
靶
會
に
は

^

I

l

f

,
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s
t
u

t
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_
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w

. S
O

11

つ
斯
か
る
露
で
吖
自
即
就
爭
を

『

純
粹 

な
る
競 
g

 
と
も
名
付
く
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f
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一

九

,

—

，七)

-



 ̂

こ

：

零

：

i
八)

」

：

斯
く
自
ti
l
資

本

主

義

段

階

に

，あ

つ

て

は

、

塞

，

蓄

積
過
程
は
營
利
欲
と
自
由
競
爭
な
る
對
立
的
力
及
び

I

の
現
ば
れ
と 

し
て
の
良
由
倒
格
に
よ
り
均
衡
が
自
動
的
に
囘
復
さ
れ
た
と
は
宕
へ
、

決
し
て
均
衡
論
乃
至
靜
態
論
の
假
觉
せ
る
如
く
、
，'均

«'
發
展
的 

な
底
線
的
上
向
線
を
池
つ
て
行
は
れ
た
の
で
は
な
い
。
事
實
ト
レ

ン
ド
即
.ち
基
礎
傾
向
に
於
て
は
上
向
線
を
迎
つ
た
と
は
武
ム
？
ら
、 

寧

ろ

そ

れ

は

擴

張

縮

少

—

同
時
犯
利
潤
率
の
上
得
下
降
I

の
交
代
過
程
と
し
て
景
氣
循
環
運

動

を
示
し
た
の
で
あ
.るO

こ 

の
•景
氣
循
環
運
動
を通
，じ
て
の
資
本
の§

產
、
齧

過

程
.は
-
、

レ

丨

ベ

の

指

摘

せ

る
如
く
C

0
、
靜
態
論
的
立
場
よ
り
し
て
は
說
明 

し
難
い
諸
現
象
を
伴
ふ
の
で
あ
る
。
第

一

I

環

纖

齡

根

本

要

素

、
例
.へ

摄
f

坐
產
數
量
、
、利
子
と
寶

本
f

 

v

«

f利 

_
等

は〗

般

的

連

滞

的

為

下

馨

動

を

示

す

の

で
あ
る
。
.麗

論
S

場
よ
り
す
れ
ば-
' そ
の
慎
■

に
於
て
生
產| :
1

か
1 ;
比 

價
格
0
俄
卞
|

ら
す
と
說
く
七
、
資
沐
の
限
- #
生
產
ヵ
說
に
於
て
利
子
の
卞
落
は
資
本
投
下
の
增
大
を
澍
ら
す
と
說
く
し
、
リ
？
 

ド
ォ
流
の
分
配
論
に
於
て
.貨
銀
の
騰
貴
は
利

,

の
減
少
を
齎
ら
す
と
說
く

 C

, «
る
に
景
氣
循
環
過
程
に
龄
て
は
、
，
靜

態

論

乏

 ̂

ズ
運
動
を
な
す̂

^
れ
て
ゐ
る
諸
要
素■か
長
期
間
に
亙
つ
て
明
：か
に
平
行
運
動
を
示
す
の
で

.あ

.る
^
.第
*-
*

^
^ 0
1|
)
0咖

# 0
« 0
^ 0
«1
0
を
^
す 

の
で
あ
各
？斑
ち
上
記
S

般
的
連
帶
■

動
が
同
一方
向
に
經
續
的
に
行
は
れ
る
の
で
な
く
、

「
『

起

埘

間

後

餘

.の
方
向
に
轉
ず
る 

の
で
あ
るo
從
つ
で
_

の
上
■
■
ら
も
の
艮
動
た
る
下
降
へ

S

復—

好
況
丨
恐
慌S

に
景
氣
下i：

が
■

び
■
'

へ'
' 

c
舐

#
-

下 

況—

囘

洛

の
1
1運
動
0.
凌
代
を
示
ず0
''
.

.

.

:

課

麟

潜

：
於

て

レ
1

べ
は
.虞
現
象
を
說
明
ず
る
把
は
從
來
の
：靜
顧
論

^:

以
ー
っ
：で̂

4
1の
立
場
忙
立
つ
こ-'
<
?
:を
主
張
す
。

(

註)

即
ち
旣
述
の
如

V

靜

態

論

は
.

(

一)

1
_般

的

相

瓦

依

存

(aljgemeine 
I
nterdepcndenz

ノ 

t

.

.

.

.

-I.... 

. 

i 

パ'.
.
.
. 

,... 

: 

. 

.

.

. 

- 

-- 

-

'>
..

(

ニ)

-
界

か

ら
封

鎖
さ

れ

た

完

鲒

せ

石

體

濟

(

及c
h

i
n

 

s
y
s
t
e
m
)

と
を
前
提
す
る
が
、

こ
れ
に
反
し
、
彼

は

2
)

獨
立
變
數 

(
4

h
l

g
e

 

5

|

1

0が
存
し
、
：從

つ

て

部

分

篇
5:
依

存

性

分

晷_

_

と
結
付
い
た
公
開
せ
る
體
系

(

0
叫
g
这

s
y
s
t
e
m
)

を
前
提
す
る
動
態
論
の
立
場
を
と
る
こ
と
を
主
張
す

P
と
袞
ふ
の
は
、
靜
態
输
こ
ょ 

つ
：て

は

說

明

し

雛:^
景

氣

遙

期

の

諸

現

溆

、

」

例

.

(

ぱ
坐
產
_
量
の
增
木
と;«
相
の
_
*
$
^
^
^

'る

ヵ

讀

：

は
：.：

經

濟

體

茶

が.

I

般

顧

互

依

存_

^

6
變
化
し
ヤ
他
め.全

要

素

の
.^
:#
運

動

を

惹

顧

す

違

な

け

れ

ば

攻

ら

ぬ

添

又

齋

慌

か

备

び

不

況

を

克

服

し

1

.動
を
說f

す

達

に

：は
、
靈

か

ら.不

況

期

に

存

す

る

過

剩

生

馨

を

党

結

せ

る

霞

外

Q
-T
I
-
T場
に
賫
却
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
從
つ
て

公
^
せ

る

儒

矛
/
污
^
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
說
く
。

(

こ
の
點
レ
ー
べ
は
ロ
パ
丨
ザ
ふ
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
と
同
一
產
に
立
つ

o
)

訪 

s
w
e
,

 Ebenda. 3
.
1

S
S

-
1

9
P

:

■ 

■ 

• 

,. 

.

.

.

.

.

ノ

斯

く
ir
氣

變
S/
.は
：長
_

間
に
亙.る
均
衡
破
*

と
し
て
現
は
れ
る
の
で
ぁ
り
、
'0
へ
ば
好
.況
期
.は
長
期
間
に
亙
り
供
給
に
比
し
て
の
過 

*
0
:

爾
耍
增
太
が■

_

_

-'
'
;
'
.
'
1
_
_

酬
生
■

'■
>
參

祝

期

に

は

長

期

間$

り
供
^

で
あ
.る

ゾ

そ

れ

故

長-^
間

に

瓦

る

均

衡

破

壞

现

激

は

直

接

靜

態

論

を

以

つ

て

說

明

し

眷

る

と

雖

も

、

そ
れ
だ
か
ら
と
去
つ
て

、
レ
ー 

-
へ

の

々

靜

態

論1
全
_然
否
觉
し
、
祺
ら
動
態
れ
1
に
，立
つ
て.景
氣
變
動
を
說
明
せ.念

す

：る
、
_

に
は
賛
成
し
難
い0
然
る
時
は
ブ

」

っ
^ |
息

辟

，1)

ー1

^

?1
雜

«
蒙

ら

，均

盤

鬵
_

霞

系

を

遨

,

窗

:
...
看
 

.
■
ー
ィ::
く

ー

'

.

/

.

^

''
.



■
^̂

經
濟
孝
霞
變
動::
.'

.

 

m
F
;

.
(

九
五 >
 

マ 

象
'を
說
明
する
こ
と
に
.な
り
、JE
に
證
明
す
可
きと
と
を
證
明
.の
前
提
と
す
る
所
の
循
環
論
^
&
泛
1
>
|*
-0
.

甚)

に
*

る
0

そ
れ
故
*
 

氣
變
動
論
は
動
態
論
か
ら
出
發
す
»/
し
と
な
す
レ
ー
ベ
の.立
場——

景

氣

變

動

論

と

動

態

論

の

.
直

接

的

同
：；

I:
*M
:
*
.

の
立
：場
1

を
肯
定
1> 

得
な
い
が
然
り
占
雖
も
、

シ
ュ
ン
べ
ー
タ
ー
の
如
く
、|
|
^
論
-:
<
?
:

動
態
^-

と
を
全
澈
別
：個
の
爲
の'と
し
て
對
立
さ
；
.せ
.

_

_
.

2

兹

.«>

場

、後
背に

.於

て(

の
^

鐵

變

勤

が

调

權

^

な

名

：.<?
:

0主

擁

に1:
賛
1
3
|し

難

い0

即

ち

被

は

：
最

初

；か

ら

經

濟

主

體

を

靜

態

的

經

，
 

人

と

企

業

響

：
が

分

.け

：
ノ

：
そ

れ

等

經

遍

法

體

冷

所

屬

す

ふ

輕

濟

體

：系

を

全

：
然

異

：
つ

悉

^

つ

.€
>
:
靜

態

的

顧

に

後
者
の
舉̂

に
於
.
.
て
0
み
景
氣
現.象
.が
現
ば
れ
る
と
說
<
?
斯
か
る
對

 

て
等
し
く
方
法
論 

.上

姻

舊

虼

邀

入

：
.つ
て
：ゐ
る0
.
.
:

茲
‘̂

發
す
る
#

は
長
期
間
に
！
:̂

均
衡
破
壞
な
名
景
氣
現
象
^
矛
眉
す
；る1,
-'
他

方

直

接

動

態

論

か

ら

出

發

ず

る

時

は

循

環

論

に

墜

こ
 

の
デ
ィ
レ
シ
：
.マ
.を
暴
決̂

-?
>
に
は
、
へ
ル
メ
ン
ス0*

張
：す
旮
如
：
-<
爸

」
〕

對

：立

；
性
0
銃

'
今

象
そ
れ''
§

身
め
时
に
妆
靜
態
論
：の
，說
％

如
含
均
衡
囘
復
ヵ
が
存
す
る
と
同
畤
：に

>

、1 !
)

熊
論
の
說
く
如
き
_

衡
间
復
ヵ
を
相
殺
、

^

長

期

谓

虚
4

ヤ
均
衡
0
:裏

老

苛
.姻

な
-̂
1

め
る
カ
が
存.す
る
こ
と
を
認
ぶ
、
'-
,
'顧
1|

論
と
動
態
論'の
ー
對
立
'胜
を
統
 

一:'
.
す
一
る
立
場
を
と

註
.
. 一.
.
.
,
:

»<
}

、'

n>JSGTJ. 

^
^
F
C
X
I
X

o,
2
uor
q

作
.(X
.
6
I
T

s
 

- 

w
,
. 

>
. 

f
f
i
u 

M
l
-
w
.
-

:
' 

-

■:
“ 

- 

. 

.. 

V
':.'、,. 

.
-
-

■ 

•
-
. ̂

■

.
 
.

.■
■/ 

. 

.

.

.

.

.

. 

.

■

方
法
論
土
 

■

か
る
對
立
：胜
：の
銃

1
:

■

立
場
を.と
る
時
は:;
>
:
前
節
に
於
て
取
扱
0

た
資
本
の#

生
產
、
蓄

積

過

程

は

麗

的

で

あ

る

と
同
時
.に
動
態
盼
な
經
濟
體
系
：と
し
て
杷
擬
さ
れ

.ね
ぱ
な
ら
ぬ0
如
飞
そ
の
經
濟©̂

の

-:
太
要
素
た
る
生
產 

費
資
料
：

0
.

生

産
, ^
門
ふ
^ :
結
凋M

於
^

一
 

般
的
相
瓦
依
存
關
係
、
均
衡
關
係
に
立
ち
、
靜
態
的
で

^

ネ

が

、
：
同

時
.にJ
定
期
聞
钜
產
手 

.

.
段

截

：都

遴
'部
：

E

■

消
費
資
料§
薩

：铞
門
か
ら
或
基■
度
獨
立
し(

て
不
#
衡
に
鞔
風.̂
、
ポ
ち
部
分
的
相
策
视
稃
關
係
此
立
も

^

珣
で
.％
る
:0
.斯
く
苒
茬
產o
:經
濟
體系
を
把
握
する
こ
i.

に
よ
つ
て
、
へ
吾
.々

ほ
資
本
の̂

生
產r

蓄
積
が
景
氣
循
環
歎
る波
動
運
動
を 

通
じ
て
營
凌
：れ
る
：こi
が
迦
解
さ
：る9
而
も
自
由
資
本
生
義
段
階
に於

：て
は
，
營
利
欲hi

自
由
競
爭r

:
>

の
：現
は
れ
と
し
.て
め
自
由
價 

格
が
支
配
的
寒
る
爲
、
均
衡
闾
復
ヵ
が
强
ぐ
作
用
じ

>
均
衡
の
：破
壊
は
比
較
的
容
.曷
に
自
動
的
に
克
服
さ
れ
>

 

調
節
さ
れ
、
從
っ
て
景 

氣
循
>̂

規
則
的
に
行
は
：れ
允
の
.
.
で(

ぁ
：る
タ：r 

.
,
:
.
. 

: 

ぺ
'
.
'
'
--
:
-
:
:
'
:
.
;
'
.

三

:;-
:'
:-;
-
:-.
ン

';
. 

7
:.::: 

v 

^

.

.
:
.

:

然
ら
ば
自
由
資
本
主
義
段
階
に
於
て
：社
如
何
に

.景
氣
變
動
を
通
じ
：て
資
本
の
苒
生
產
、
蓄
積
が
行
は
れ
た
か

。

: 

v
M

し

資

本

中

：
義
o'
基
本
的
生
產
關
係
は
生
產
手
段
の
所
有
者
た
る
資
本
家
對
こ
れ
を
所
有
せ
ざ

.る
單
な
る
勞
勸
力
の■販

寶

者

と

し

-
て 

0
賃
銀
勞
働
者
と
の
關
係
で
ぁ
.る
.0

從
っ
.，て
こ
0
坐
^̂

刹
.潤
竝
に
..そ
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營
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搴
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落
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i、：
略

，
同1
:の
生
產
條
件
を
有
す
る
少
數
の
超
太
企
業

0:
み
の
存
す_る
產
業
^
へ
：
.
.
.
.
：
<
^

 ̂

.

沼
重
0:
樂
部
面
に
見
ら
；る:;1
,
'
.
益

ぐ

、
：超
大
资
粱
は
元
來
'そ
の
：授
下
資
本
總
：額
屮
固
定
資
本
；が
相
對
的

.に
大
：部
分
：
5:
占
め
：る
爲
、度
產 

の
制
限
は
生
產
費
を
遞
增
せ
し
め
る
も
の
と
し
：て
極
力
囘
避
さ

.れ
ノ
そ
办
結
果
生
產
過
剩
”
物
價
下
落
ぬ
際
に
も
ぞ
の
供
給
量
を
減
少 

せ
.し
む
客
彈
カ
性
を
缺
ぎ
、
却
<>
て
生
產
カ
を
最
高
眼
：に
利
用
レ
、
生
產
：費

(0
.遞
減
を
計
る
故
、
-
斯
か
る
超
大
企
業
相
互
間
の
競
爭
は 

よ
り
激
烈.で
あ
る
o)

又
投
下
資
本
總
額
中大
部
分
，を
占
め
る
固
定
資
本
は
流
動
資
本
と
0
!}
'■•、
：
.
、
數

囘
の
生
處
期
間
後
初
，
め
て
更
新
さ
れ 

、

ば

足

る

以
.上
、
長
期
間.に
苴
り
坐
產
費0
:、
王

驭

部

分

：
を

占

め

^

固

定»:
乃

至̂
^

販
賣
價
栳
を
费
咐
價
格
以
下
に
引
下
げ
、
競

爭

^,
續
行
じ
# -
る
加
.ら
-.
>
:斯
加

る

超

大

务

業

間<0
'
:競
带
は
よ
り
長
期
問
ぬ1:
-
'各
0「

超
尤
会 

業

間
.の
競
郇
は±-
4

激

烈

：で

而

も

長

测

，間

に

互

る

破

墩

的

競

顿

な

.'

る
が
故
に
、*
か
る
競
#

^
避
げ
企
業
獨
占
體
.の
結
成
を
必
要
と
す 

可
く C

註〕

、
又

少

數

のdf
e
業
の
み
得
す
る
故
に
こ
れ
等
を
結
合
す
る
こ
と
容
易
で
あ
る
。
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今
各
種
の
產
業
を
一
、
原

料

品

及

び

半

製

品

诸

業

J

一
、
完

製

品

生

產

财

產

業

三

、
完
製
品
消
費
財
產
業
に
大
別
し
、
孰

h
の
產

遺
が
_

;:
^
邊
«

■
權

馨

テ

，
.ル
：の
結
成
に
顧
せ
る
や
を
檢
时
し
て
見
ぎ
タ
级
て

.原
料
品
及W

て
は
、
石
油
業
、
：廣

讓’
：鐵
«
業
，
製
鋼
業
，
佘_
讓

、
金
屬
加
エ
業
、'建
築
#.
料
,

^

^
製
#^
業
、
ガ
ラ
ズ：> 

皮
革
エ 

樂
の
|
.部
、

, «
維
原
撕
及
陳_
製
品
の
登
坐
產.、：
，製
紙
業-
.大
部
分
の
化
學
工
：業.、
霞
力
業
の-
部
、
更
に
食
料anH
と
し
て
'
加
工
す
可 

き
農
業
座_
緣

が

錄

。
；:^
:*
品
坐
遽
«
產
業
に
は
凡
て
の
機4
、
運
輸
機_
及
冰
器
具^-
業
、
更
に
建
築

i.

が
®
す
P
一
党
製
品
消
費 

財
產
業
に
は
被
服
食
卿
及
び
享
樂
財
工
業
、
更

祀

馨

:'
f
t

器
：：

H
_
:
業
s

M
.r
:°
:
_
^
^

遞
中
负
ル
テ
ル
：の
結
減
を
容
易
な
ら
し
め
る
條
件
を
身
備
し
て
ゐ

.る

.？
と
|2\
ふ
の
は
--
>

.
•

,A
、
^

然
的
.
少
■

と

.L
て
：准
意
セ
洳
增
し
滞^
^
夫
然
資
謹
石
汕
彳
乐
炭-
邏

ば

與

他
-0
纖
石
等
^

抽
出
產
業
が
；屬:1
>
、.

從 

つ
.ヤ
有
利
：
-
5
然̂
的
條
件
に
よ
り
獨
古^結
成
す)

る(

こ
：と
容
易
で
あ
り
、
バ

,
\
:
ぺ
ゾ
ぺ

V
. 

.
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へ

:
.
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3
、
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#

製
^

は
多̂
<

湖
際
_

谪
ロ
叫
^
し
七
國
内
に
顧
剩
生

 

ビ
ン
グ
し
：得
、
：斯
く
て
國
際
間
の
競

郇
激P

と
方
る
故
保
護
關
稅
：の
成
立
を
見
、
從
つ
て
：

I法
尊
妁
倮
護
に
泳
り
獨
进
を
結
成
す
る
こ
と
容
曷
で
あ
る

;'
0
づ
'
.
.
.
;
。

-

泛

：度憑
：：

|

#
料

滿

カ

茧

_

製

品

は

各

種

の

完

製

品

生

產

脱

乃

至

消

醬

財

の

坐

摩

に

利

用

さ

'̂
從
つ
て
大
量.生
産
の
可
能
性
が.ょ

爲
却
つ
ポ
企
業
相
互間
に
獨
占fiQ:

結
饿
が
观
迆
さ
る
。

 

：

V 
蘭

_
置

_
: 

 ̂

 ̂

- 

I

s



* 惙 格 ’ 統 制 :く m
\ ： • 

格 ■■
■* ;;

生 とし て ま と し そ 間 狻 " に 虫と

—-■■■• - .了..

して

外國によつて決定國闪によつ*n诛定沙國啐よつて決定國內によつて決定

外 國 產 石 炭, 古 , m ::ぺ ン チ ン 國產 の石 炭

外 國產鐵 鑛 m m 動 力 油 風 塵 の鐵 .鑛

尚 ブ ル キ_:’ ラフィン ；：'■— ッ ヶ ル m m
鉛 木 犲 鋼 U
蓝 鉛 平 へ 鐵

錫 ' .. ,,； > アル丨ミ ム

繊 維
i

人 造 肥 料

皮 革 セ.ノレ o ' — ズ

ガ ソリ 、ノ 新聞1印刷用紙

機 ■械 油 : '. 板 紙

機 械 脂 煉 瓦

.:.掠. 梠 油 屋 浪 %
匪 m 仁 油 ;

■；'.リ rf ル ク

ニ ス
ン:.， ： セ メ ン ト

平
t 蠟. .....:ノ. ■ . •'

窓 ガ ラ ス

m m . ' ン •. 屋 根 厚 紙

.

.
•
統
制
經
濟
：
‘せ
-*
氣
變
動
.. 

.四

.

0

、̂
丄
、
八
：ノ

•
 

3

属

f

び
半
製
品
産
業
に
屬
す
る
多
く

 Q

産

業(

石
油
業
、
炭

鑛

多:鐵

鑛

業

、',
'
-
'
製
_

#
，
金
屬
鑛
業
，
金|

:
エ
業
、

® 

.ナ
業
等)

に
は
苞
產
條#
の
略
た

同
一

の
超

大-^
樂
の
み
が
#
す
^
爲
に
競
帶
が
激
烈
で
ぁ
り
、
ょ
り
長
期
的
で
ぁ
り
、
そ
の
^
艰
逆 

に
ぬ
業
獨
由
賭
の
結
成
が
倔
迆
さ
る
。

V: 

'
»
5
^
^
观
'*
办
部
—

馨

«

:^
廣
暮
池
%
獨
5

^
が
：結
減̂

れ
易

ー

い

逵

霞

；
：て

决

^

論

そ

れ

に

屬 

で

;：
^
な

纖

■

_

,

射
*
、
：':
»

_

_

_'<
0
坐
產
、
へ
皮
革
エ
,

農
業
生
產
等
直
ち
に
完
製
消
費

て
加H

さ
る
可
きg

料
、
平
製
品
を
生
產
す
：る
產
業

(

例
，へ_
ば

鑌

鑛

業

、
，
製

鋼

業

、
，金

蠢

樂

-
金

屬

加

.

_

等
>
に
.
は

少

數

：
の
超
大
企 

業
存
す
芯
爲
に
企
業
獨̂
體
，
の

結

成

多

し

。

(

骷〕

'
ビ

—

_:'
^

_

議

_

哪
淡
^
^
企
滎
^

瞭
に

:̂
つ
て
.雅

免

々

杂

羅

制

價

德

と

^

,
.、
•^
遍

課
.：と

の

ホ

數

：を

_
成
.ザ
る
'に
嘴
つ'て
/,
1
,湖
漭
統
制
谓
還
材
麟
泰
て
注
と
し
- £
半
製
：
 

品
を
擧
げ

(

例
.

〈

ば
、
:^
國

產

鑛

、
曹
鐡'
鋼
材
等
^

孟
に
反
し
自
甶
條
柩
の
材
料
と
し
て
完
製
品
消
費
財
產
業
に
供
洽
す
可
き 

;

原
料
品
伞
製
品
の
多
く

(

例
へ
.ば
，
織
維
、
皮
革
、
木
材
等

〕

を
擧
げ
て
ゐ.る
。
左
に
そ
の
表
を
揭
げ
れ
ず
.

,



へ

.

/

'

. 

y
 

議

義

優

_

 

:

/

V
 

: 

: 

: 

s

 

s

o

v

党
製
唑
產
- M
產
業
.へ.原
料
、
.
半
製
品
を
供
給
す
る
產
業
に
は
議
獨

I

の
結
成
多
き
故
、
こ
れ
等
獨
占
價
瓶
を
持
つ
た
原
料
品
半 

:
製
品
を
加H

f

党
製
坐
塵
財
を
虫
七
し
允
漫
■

羞

0
じ
.”；
他

方

義

識

費

財

產

廣

^
^
^
^
^
^
^

.
廳

獨

占

體S

結
成
|

被
、.志

等

生

產

物

は

滿

に

自

由

價
_

持

ち

、
：
從

つ

：
|

れ

等

を

加

エ

す

集
 

を

持

っ

と

大

體

に

！

'5
8

。
ハ6

そ

机

の

；

I

ら

，

完

製

生

產

財

產

乘

例

、
べ

概

ぎ

ぎ

'
:
運
輸
機
關S

争)

は
生
産
技
術
上
完 

製
消
0

產
業
よ
り.
鐾

本
■

定
资
本
が
泰
る
割
合
が
遙
か
に
大
ぜ
あ
り
，

_

:

て
瀬
款
が
顧
：す
を
企
證
の
競
爭
は
よ
り
激
烈

で
ぁ
り
、
よ
り.長
期
的
で
ぁ
り
、
如
ち
破
瓌
的
&

な
る
故
に
、
そ
れ
だ
け
企
業
獨
占
體

I

者
よ
I

前
者
の
產
業
に
於^^

れ
易
い
。

一.
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■
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'
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H
^
8
0
w
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o
^
o
a
^
w
o
^
v
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c

«

w
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s
»
^

斯
く
て
■

は
原
,
ロ;^
华
製
品
遨
業
の
大
部
分

(

そ
れ
拳
の
度
齋
物
康■

坐
®

§

^

^

海

餘

を)

と
完
製
坐
產
財
產
業
と
は 

獨
占
化
產■

::
^

ぁ
,:
|

、
：そ
％
等
產
業|

遺
物
は
獨
占
價
格
を
持
ち
、
；他
方
原

»*

叩
、
半
製
品
產
業
の
極
く
ー
^
^
^
^

は

直

蠻

兀

製

漁

邊

產

業

蓝

瀚

さ

る

)

士
完
製
消
費
財
產
業
と
に
は
自
由
競

#

が
存
續
し
、
そ
れ
等
產
業
の
生
產
物
は
自
由
價
楮
を

持
つ
と
規
定
し
得
が
o 

:
:
f
'
.

'..

ド
 

：
：
：

然
ら
ば
、.獨
占
#

格
は
自
由
償
格
如
何
に
異
つ
た
變
動
池
裏
す
：か
。

；'
.
:■
;」

■:
'

'ぐ

.

.

i 

-
- 

第
ー
に
獨
古
價
格
は
自
由
惙
格
に
較
べ
ク
遙
か
に
變
動
の
程
度
少
く
即
ち
安
定
的
で
ざ
る
ゲ

奴
て
兹
に
於
てS

と
I

含

不

罡

變

動

すI

場
僧
格
S

.

I
で

奪
H

、
.

そ
S

®

.の
中
心
點
を
な
す
費
用
價
格
と
平

#

利
_
.と
の
和
で.あ
..る
生
產
僩
格
で.は
な
い
。
然
ら
ぼ
何
故
獨
古
價
格

(

邊
業
獨
迠
體.に
ょ
.つ
：七

決
..
^

さ
.れ
'る
市
場
顧

•
 

.

.

.

.

.

.
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CD
^

®

が
少
い
が̂

耷
^

に
飞
獨
占
價
格
’
そ
め
代
表
的
莩
カ
ル
テ
ル
價
格
悉
決
定
す
冬
限
界
坐
馑
費 

.か
：に

裏g

な
爲
セ
あ
る
ャ
藉
し
,

ル
：
テ
ハ
ル
：
は

種

^

異
々
た
坐
產
費
を
以
つ
.
て̂

で
#

る
か
ち
''
.カ
.
.
ル

ぞ

ル

價

格

社

加

«

命

業

中

最̂:
:
,高
;̂
坐

產

費

を.以

つ

て

生

產

を

營

み

る

.
\あ
：
る

限

界

企

_

產

費

に

ょ

：冷

で

'決

淀̂

れ

名:0
.为

ル.テ

ル

懷

格

が

眼

麻

：坐

產

費

.に

何
等
相
違
し
な
：い
。

「

土
135
:
.4
の
ば
，：自
由
價
将
も
_

競
爭
に
參
加
し
得
を
限
界
企
樂
の
生
產
費
に
ょ
つ
て
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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然
し
为
ル
テ

(

ル
.價
格%
敗
.定
す
る
限
界
坐
產
費
：と
良
曲
價
格
：を
決
定
ず
る
そ
れ
ど
は
本
質
的
ヒ
異
興
る
？
こ
：の
こ

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.
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- 
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衡
，
そ
れ
に
ょ
る
變
動
即
ち
動
態
を
前
提
す
る
場
合
呵
瞭
ど
な
る
タ
需
供
關
係
：が
絕
；べ
ず
變
動
ず
る
場
合

5.自
由
競
鐵0
存
す
る
限
办> 

事
實
競
维
ヒ
參
加
し
得..る_
棵
淦
業
は
絕
べ
ず
蓮
，

1>
、
ゝ
從
ク
て
自
由
價
格
汔
決
定
：ず
る
限

’界

：生

產

費

は

絕

：
：

.へ
：
ず

變

動

尤

パ

U

カ
ル
关
ル
價■格

を

決

定

す

.
る

®.
界
坐
產
費
は
安
定
的
で
あ
る
0
'
:何
と
&
れ
ば::
.
>为
ル
テ
；ル
：
は
：そ
れ
に
旣
に
加
盟
し
て
ゐ
：る
同
ー

^

.

.

.

.

.

.

.

界
命
業
を
維
持
电
ん
友
.す
：る?>
:
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：：で

あ

ゎ

、
ぃ

從

つ

て
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の

限

界

生

產

費

ほ

.
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®
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>
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ア
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力
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.チ
：
ル
內
部
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續
す
岑
1>
、
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需
要
：の«
の
變
動
矣
全
然
獬
視3
得
な
.
5
.か
ち
、
；_,穸
テ
ル
價
格
は
安
铤
的
：

r
u
sつ
て 

も
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:
?自
由
慣
格
に
比
し.：て
相
對
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连
衣
ふ
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セ
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第
1
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獨
占
價
格
は
自
複
格
に
較
べ
、
そ
の
變
動
の
速
度
が
遙
か

に
_
い
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•

籃
し
为
ル
テ
ル
は
、
，達

の.如
く
、
大
部
分
の
原
卿
品
、
半

製

品

靈
I

I

綴
產
財
產
業
に
多
く
見

出

f

 

業
に
風
す1

業
は
，主
と
し
て
大
規
榄
|

を
行
■

總

資

歷

遵

資I

流

響

本

農

べ

相

霧

に

太

都

分
S

め
，
從
つ̂
^
^

1

費

爲

讀

■

霍

■

■

相
對
的
.證

分

I

め
S

に
、
總
生
霞
數
最̂̂
^

霧

、
同
時
に又
i

費
遞
減
_

Q

翁

が

.？

作I

l

f

れ
等
|

緣

時
は
I

費

篇

じ
_

ま
_

_

囊

—

險

養

る

が

爲
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定
f

崖

産
S

行
せ
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數
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编
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期
契
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-
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ム
结
三
に
獨
内
策
楮
は
景
氣
上
畀
期
に
自
由
價
格

^

^
貴
せ
-尹
。
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'r^
へ
ル
ァ
ノ
を
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:

'
'各
^

■/
テ
ル
は
そ
の
獨
占
的
勢
力
に
よ
つ
て
內
國
市
場
顧̂
を
：品
:^
げ
得
る
最
高.限
度
は
他
哚rf
l
場

J

と

關

渺

扁

馨

和

茗

り

、
，
そ

れ

以

蕃

吊

上

る

時

は

外

國

の

競

置

蒙
る
き 

“

養

內

I

け
I

ウ
ト
サ
イT

の

崖

I

す

著
し
ぐ
下
落
し
、
挺
つ
て
又
限
：界
企
業
及
び
ぞ
れ
匕
近
い
：多
數
吹
豳
業
が
：競
爭
妒
妙
排
除
さ
作
>
破
滅
じ
生
產
が
著

1>
'
く
縮
少
さ
れ
る 

だ
げ
に
、̂

昇
期S

は
需
要
增
犬
に
地
じ
供
給
不
足
し
、
，
自
由
價
格
ば
獨
占
價
格
以
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ぬ
騰
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ず
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第
四
に
獨
古
價
格
ば
景
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下
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節
格
程
來
落
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論

办

黑

、
一

翁

下

巔
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費
遞
増
の
法
肌
が
翁
ぐ
作
用
す
る
镓
、
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-K
降
期
と
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こ
れ
に
順
じ
そ
檀
格
名
差
^

て
卧
下
げ
得
な
^
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又
自
由
競
爭
が
作
用
す
る

場
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下
降
期
に
當
然
競
郇
ょ
り
挑
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ざ
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限
界
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業
が
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ル
テ
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す
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、
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；
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、
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：
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獨 占 價 格  

格

註

上

の

.相

關

關

係

の

定

型

：は

客

觀

的

事

實

に

於

て

も

認

め

得

る

の 

で

あ

つ

て

*

伯

林

景

氣

研

究

所

の

作

成

せ

：
る

統

制

價

格

.^
自
由
議
：
 

格
の
一
九
二
六
年
か
ら
1
1:0
年

に
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る

變

動

の

相

關

關

係

は
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こ
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す
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烫

'■
■
、
'
如
何
な
：：る
；產
業
：が
獨
^
1化

齡

；業

介

ぁ

^

か
、
又
獨
占
價
格
と
自 

\
:
/-'
'r
曲
慎
格
とS

そ
が
變
動
に
於
；て
如
停
な
る
相
關
腳
傲
を
承
す
か
に 

'

'

就
い
V

. I
隹

認
■

基
礎
と
b
 

'

■•
锴
に
於
げ
る
資-
の̂
苒
坐
產’
蓄

積

ひ

故

歟

規

動

即

ち

^

變

動

つ
；
獨

塞

本

虫

義

段

階

に

於

て

も

，
他
散
的
節
約
に

ょ

っ

て

蓄

窠 

さ

れ

た

附

加

資

本

は

盡

蟥

張

に

投

下

さ

れ

、
從
つ
て
先
づ

I

震

の

：

1

聽

門

の
I

t

f

、旦
つ
f

門

の

塵
I

が 

J

般
に
完
成
す
る
にf

に

は

聶

間

を

要

し

、
一
f

間
該
部
門
1

.す

相
瓦
間
^
^
^
^

門
の,

一

部
門
か
ら
或
る
程
度
獨
立
し
た
不
f

l

は
、
自
由
資
本.塞

段

階

と

同

様

、
裏

す

る

。
唯
々
I

資
本
主
義
段
階
に 

iれ

、

均

衡

菌

復
さ
れ
た
。.然
る
に
：獨

占

資

本

主て
は

.

：：蓮

ね

如

¥

產
物
は
完
製
品
坐
產
財
產
業
に
供
給
さ
る

>

と
完
製
品
生
產
財
產
業
^

は
.獨
占
化
產
業
で
あ
り
、
.
こ
れ
等
產
業
は
#
生
産
表
式
に
於
け 

る
第
一
锨
門
に
相
應
す
る
故
、
第
一
部
門
は
獨
占
化
さ
れ
た
生
產
部
門
で
あ
り
、
そ
れ
が
生
產
物
は

㈱
^
價
格
を
持
ち
、
他
ガM

f
nl
l
、 

.

#

製

鼎

哪
0
涵

ズ
}
_
;
:
部(

そ
.れ
等
の
生
產
物.ば

直

接

完

製

。
鼢

費

財

產

業

ぱ

供

給

ず

.
1
>と
宗
譽
|
沏

慕

產

業

と 

あ
り
、
こ
：れ
等
齡
業
は
所
謂
第

M

部
門
に
相
應
す
る
故
、
第
！

'1

部
門
は
自ti
l
競
筚S

支
配
ず
る
生
産
部
門
で
扣
り
、
そ
れ
が
坐
產
物
呔 

讓

價

格

を
5

と
大
體
，に
云|

淹

%

|

て
1

占

價

格
.<
!
:

自
£1
1
價
格
と
0
價
楮
運
動
の
，不
询
衡
が
附
加
さ
.れ
る
？
そ
し
て
逆
に
自
_
價
，格
に
ょ
る
均
衡
の
自
動
的
囘
復
力
は
著
し
く
失

は
れ
る
？
そ
の
結
果
景
氣
變
動
.は
ょ
り
激
化
さ
れ
、
景
氣
上
昇
期
を
短
縮
す
る
と
共
に
下
降
期
を
長
引
か
ず
と
と
ぬ
な
る
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吾
々
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自
由
資
本
主
義
段
階
の
景
氣
變
動
過
：程
の
說
明
と
亂
樣
茲
に
於
て
も

0
1

)

景
氣
：の̂
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景

氣
下
降
か
ら
稗
び
上
昇
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過
程
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分
け
て
說
明
す
る
：
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景
氣
上
昇
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ぞ
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反.■
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同
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1
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景
氣
：上#
は
そ
れ
自
身.下
降
を
前
提̂

し
で
居
り
、
：：旦
つ
下
降
か
ち
上

.昇
へ
0
過
程
は
後
に
，取
扱
ふ
故
、
茲
.に
於
て
も
亦
旣
に
景
氣 

上
^

が
始
つ
て
ゐ
る
と
の
假
淀
か
ら
出
發
す
。

',
:
景
氣
上
昇
の
初
期
に
は
改
良
投
資
が
行
は
れ
，
名

れ

'^
第
.

l

部
門
®
坐
產
擴
張
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し
、
，
該
部
門
にW
び
勞
働
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が
吸
收
さ
れ
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結

果

，

更
に
第
一
：
一

部

門

の

坐

產
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致
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。
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資
本
主
義
段
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m
a
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け
て
®

格
の
自
山

I
f
M
l
l
i

紘
制
經
濟
ミ
量
氣
變
動

 

四
七
： '

(

九
七
五)



1873と1■ に於けるA格と生產0 反励

.:.-...

'■  ■ ': . ■... .

缉 鸾 財 消費財

镇格 生產 m
%厂
毕產

±#1866/73 + 84 +25 + 26 +19
下降1873/79 —50 -  26 -19 - 17
上 卿 26/29 十10 +54 + 24 +Jl
下降192辦 2 -28 -55；一 00 優

.

.

.銃
制
經
濟I

氣

霧
^

,

:;
四

八

(

丸
七
六>
'; 

第
1雜

門

负

業
:«
:
第
£:
部
門
§

猶
に
比
し
逾
か
拉
多
額.の
：固
定
資
本
ぞ
要
し
*

こ
れ
等
固
定
資
本

即
ち
.
^
共̂
他
の生
產

設

®

を 

改

:«
#
r
-す

石

に
-M
技
c
fl
7

:m
畏

姐

：
間

を

要

す

。

そ

‘れ
.故

坐

產.手

段

，
忙

對

す

名

：
需

奥

0
潜

大

に

應

七

て
^
^'
に

そ

の

典
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に
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格
變
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最
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係
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4
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い
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產
財
ほ
前
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格
變
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大
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に
後
者
の
段
階
に
於
て
は
價
格
變
励
少
ぎ
代
り
そ
の
生
產
數
跫
の
變
励
ぼ
激
化

$,
れ
.た
°:
'こ
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占
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茺
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縮
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